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　拝啓

入梅あけのこの暑さには誠に閉口いたしますが、皆様にはますますご健勝のほどお喜び

申し上げます。いつも格別なお引き立てを賜り厚くお礼申し上げます。

今年もすでに春季交流戦を終え、いよいよ夏合宿、シーズンが目前にまで迫って参りまし

た。残念ながら、春季交流戦は 1勝 5敗という結果に終わってしまいましたが、この春

シーズンに対抗戦グループと試合を行えるというのは選手たちにとっては良い経験になっ

たことと思います。

また、この春シーズンは新入生が大いに躍進してくれました。果敢に挑戦する姿勢が全面

に見られる試合が多く、彼らにとってはすばらしい経験になり、得るものが多かった春

シーズンになったに違いありません。

秋のシーズンまで残り 2ヶ月、まだまだ伸び白は十分にあります。今後、夏合宿を経て、

日大ハリケーンズは更に大きく成長して行くことと確信しております。ＯＢの皆様方にも

是非、試合会場へ足をお運びいただき、選手へ叱咤、激励のお言葉をかけていただければ

幸いです。

また、ここ数年リクルート活動も地方各地のＯＢの皆様のご協力を経て充実してきており

ます。その成果もあり年々、競技レベルの高い新入生が入部してきております。

高校の先生方と本学ラグビー部との信頼関係も徐々にではありますが高まってきていること

と確信しております。何よりも私どもは、より多くの学生から「日大ハリケーンズへ入部

したい」と思って頂けるような魅力あるクラブへと革新していくために更に努力していく

所存でございます。

全国各地のＯＢの皆様、援助されているＯＢの皆様のお力添えに、心より感謝しております。

この場をお借りして、皆様方に御礼申し上げます。

                                                                         敬具

　　　　　拝啓　

　　　　猛暑の候 OB 会の皆様方におかれましては、益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。

　　　　昨年度より現役強化の一環としてスタートした『黒ピンから桜のジャージ』プロジェクト

　　　　３年計画も、本年度より学生のリクルート等に着手することが出来、OB の皆様方のご理解と

　　　　ご協力に対し改めて心より厚く御礼申し上げる次第です。

　　　　また、この度大学側から学生の強化を目的として新たに真下 昇氏（旧日本ラグビー協会・

　　　　日本協会レフリー委員長）をアドバイザーとしてお迎えする事となり、大いに希望を膨ら

 　ませているところです。

　　　　この春、新入部員 30 名を加え総勢 109 名で 26 年度のスタートを切ったところですが FW の

　　　　強化も視野に入れた方向性が示され合わせて将来に期待が持てるのではないかと捉えており

　　　　ます。

        皆様もこれを機に是非グランドに足を運んで頂き、学生に声をかけて頂ければ幸甚に思い

        ます。

        また、皆様方にも改めて OB 会費納入・強化基金のご理解、ご協力を賜り、今後共々何卒

        皆様方のご指導、ご鞭撻の程、よろしくお願い申し上げます
        　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　敬具



2014 年度関東大学春季グループB

試合結果
その他予定

OBの皆様へのお願い
【会報等発行方法の変更】

現在 OB 会本部では「開かれた OB 会」をモットーに、透明性ある運営、迅速な対応と

更にコスト削減を念頭に改善に取り組んでいます。

就きましては、この一環として「OB 会報」の発行に関わる印刷コピー費、

通信費のコスト削減の為、段階的にメールによる配信へ切り替えております。

（下記参照）

何卒、皆様には御理解頂きますよう、宜しく御願い致します。

・昭和 59 年以降の卒業者は、平成 23 年 8 月 1 日よりメールにて配信を開始しております。

・昭和 50 年以降の卒業者は、平成 24 年 8 月 1 日よりメールにて配信を開始しております。

・昭和 49 年以前の卒業者は、従来の方法である、冊子での郵送で引き続き行います。

（昭和 49 年以前の卒業者の方でも、メール配信が出来ますのでご登録にご協力下さい。）

《メール配信の切り替えについて》

事務局へＰＣアドレスを登録されていない方は、事務局長補佐　松永康司（Ｈ14 年卒）

までご連絡ください。

mail：nissay.matsunaga@gmail.com

※ 氏名・卒業年・配信希望ＰＣアドレスをご指示ください。

第１戦

第 2戦

第 3戦

第 4戦

第 5戦

筑　波　大

東　海　大

法　政　大

明　治　大

青　学　大

×

×

×

×

○

 0-41

19-61

38-65

12-59

52-38

4/6　 YCAC 7’s

4/13　東日本 7’s

4/20　リーグ戦 7’s

4/29　日大フェスティバル

2014 年度秋季公式戦

9/14

9/27

10/05

10/19

11/03

11/15

11/29

大 　 東 　 大

東 　 海 　 大

中 　 央 　 大

流 通 経 済 大

山 梨 学 院 大

立 　 正 　 大

法 　 政 　 大

15:00 K.O.

15:00 K.O.

14:00 K.O.

14:00 K.O.

12:00 K.O.

12:00 K.O.

14:00 K.O.

キヤノン G

秩父宮

キヤノン G

ケーズスタジアム G

上柚木陸上 G

江戸川陸上 G

相模原ギオンス G

※リーグ戦選抜に本校から清水颯太とマイケル・バー・トロケが選出されました。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    

　拝啓

　日本大学ラグビー部ＯＢの皆様、日ごろから多くのご支援、ご声援、誠にありがとう

　ございます。今年度主将の舘山博樹と申します。

　グラウンド全面を使ってボールを繋いで前に出て行く「面白いラグビー」を持ち味に、

　個人個人のレベルアップから生まれる「強いラグビー」を目指しています。選手一人

　一人が自主的に考え、創造力豊かなプレーができるよう強化を図っています。また、

　今年度は春からラン＆タックルをやってきて、昨年度前半までしか戦えなかったことを

　改善しようとしています。

　しかし、春シーズンは失点が多く、春季交流戦では一勝しかすることができず、悔しい

　結果となりました。この夏、更なるレベルアップを目指し、厳しい夏合宿を乗り越え、

　チーム一丸となりリーグ戦で上位チームを倒し、大学選手権で優勝したいと思っています。

　まだまだ未熟者の私たちですが、必ず秋のリーグ戦では試合会場へ足を運んでいただいた

ＯＢの皆様には飛躍した姿をお見せしたいと思っております。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　敬具

日本大学ラグビー部　平成 26年度の抱負

　　　　　　　　　　~現役菅平合宿スケジュール~

① 菅平合宿（8/18 ～ 9/1）

　宿泊先：ダボスタカシマヤ　

　　　　　長野県上田市菅平高原　☎(0268)74-2035

8/20　近畿大 C・D

8/21　近畿大 A・B

8/23　大体大 A・B（父母会開催予定）

8/24　朝日大 A・B・C

8/25　朝鮮大 C・D

8/26　東洋大 A・B・C

8/27　摂南大 A・B・C

8/29　明治大 C・D

8/30　東海大 C・D

8/31　青学大 A・B・C

練習試合予定　（都合により変更になる場合がございます）



平成 26 年 3 月 9 日

於

≪開会の辞≫開会　午後2時

・ 会長挨拶

・ 総会議長選出

・ 総会書記選出

≪議案審議≫

・ 平成 25 年度 事業報告

・ 平成 25 年度 収支報告

・ 平成 25 年度 監査報告

・ 平成 26 年度 事業計画案

・ 平成 26 年度 予算案

・ 総会その他議案

相談役挨拶

≪閉会の辞≫

日 本 大 学 桜 門 会 館 3 階 会 議 室

日 本大学 ラ グ ビー部Ｏ Ｂ会

平 成 ２ ５ 年 度 Ｏ Ｂ 総 会

式 次 第



≪総会出席者数と委任状の状況を確認≫

郵送 電子

郵送・送信の総数 188 200 388

出席回答 5 6 11 ⇒ 14 ※総会出席者数

ＯＢ会長 61 32 93

昭和35年卒　清野耕一 8 8

昭和42年卒　永島彦 2 2

昭和38年卒　織戸義孝 1 1

昭和40年卒　岡本武勝 1 1

昭和61年卒　内田匡 1 1

平成02年卒　布川宏隆 1 1

平成14年卒　松永康司 1 1

委任状　計 73 35 108 ※委任状の総数

≪ＯＢ会規約の確認≫

規約抜粋

（総会）

第17条　総会は、本会の最高決議機関であり会長が招集する。

2　臨時総会は、会長が必要と認めたとき、又は、正会員の10分の1以上から付議事項を提示して

要求があった時。会長が必要と認めた時は、執行幹事会の議を経てから招集することができる。

3　総会は、本会則の定めるもののほか、事業に関する事項、会計に関する事項、その他必要事項

について審議決定する。

4　総会の招集は、会議の目的、日時、場所等を定め、事務局より会員に通知しなければならない。

5　総会は、議長・書記・議事録署名人を各1名出席正会員より選出する。また、議長・書記・

議事録署名人及び議案提案者は採決に参加できるものとする。

6　総会の議事は、出席会員の過半数で決し、可否同数のときは、議長が決する。

（情報伝達の手段）

第25条　事務局は、情報伝達（会報・各種案内・総会委任状も含む）について郵送費・印刷

　　　　　　コピー費の経費削減を目的とし、状況に応じ以下の方法をとることが出来るものとする。

1　電子メール

　　①  昭和49年以前の卒業者は、従来の方法である、冊子（紙）での郵送を引続き行うもの

　　　　　とする。但し、電子メールに対応可能なＯＢへはメール配信を行うものとする。

2　ホームページ

　　①  ホームページの運営管理は事務局が行う。

3　郵便



1 月 12 日 就職活動用個人証明写真撮影会実施

就職支援活動費支出

1 月 22 日 自転車部30連覇祝賀会参加

お祝い金支出

2 月 12 日 馬術部全日本学生三種総合優勝祝賀会参加

お祝い金支出

2 月 16 日 平成24年度現役納会参加

現役激励費支出

3 月 23 日 平成24年度ＯＢ総会開催

4 月 13 日 全四大学懇親会参加

全四大学懇親会会費支出

4 月 29 日 ラグビーフェスタ2013開催

現役激励費支出

5 月 16 日 全四大学ゴルフコンペ開催

全四大学ゴルフコンペ参加費支出

6 月 8 日 九州支部40周年記念式典・九州全四大学ＯＢ戦開催

式典引き出物用に日大グッズを提供

6 月 23 日 保善高校ラグビー部80周年記念式典参加

お祝い金支出

8 月 7 日 ＯＢ会報発行

印刷コピー費・郵送費支出

8 月 7 日 『黒ピンから桜のジャージ』プロジェクト始動

現役強化基金設置

8 月 23 日 菅平夏合宿ＯＢ訪問

現役激励費支出

9 月 1 日 立教大学ラグビー部90周年記念式典参加

お祝い金支出

11 月 19 日 日大ノベルティ「PetitProp携帯電話用アクセサリー」200個作成

ノベルティ作成費支出、販売開始

【その他活動状況】

・ 就職活動支援として個人面接を随時開催しました。

・ ラグビー桜門会運営のため、校友会年会費14名分を全国桜門スポーツ部会へ

納入しました。

・ 公式戦時に日大テントにＯＢ芳名帳を設置しました。

・ 菅平合宿ＯＢ親睦会と熊谷不惑クラブとの定期戦開催は中止になりました。

（平成25年1月1日　～　平成25年12月31日）

平成２５年度　　事業報告



前年度繰越金 131,601 現役激励費 180,000

25年ＯＢ会費　本部 830,000 就職支援活動費 39,780

25年ＯＢ会費　九州支部 172,500 全四大学懇親会 80,000

四大学ゴルフコンペ準優勝賞金 6,000 全四大学ゴルフコンペ参加費 55,000

ＯＢ会費重複入金者 10,000 校友会年会費 140,000

ノベルティ売上 177,000 桜門会年会費 0

桜門会役員会費 0

夏合宿ＯＢ集合日の懇親会費 0

印刷コピー費 160,440

通信費 65,550

慶弔費 103,574

銀行手数料 2,100

個人情報管理費 68,796

その他雑費 56,407

ノベルティ作成費 94,278

ノベルティ売上還元費 40,000

特別会計積立金 41,176

次年度繰越金 200,000

1,327,101 1,327,101

　　　　作成者：会　　　計　　栗原 　剛

　　　　　　　　会計補佐　　鳥村浩明

平成２５年度　収支報告書

作成日：平成25年12月31日

収入の部 支出の部





平成２５年度　ＯＢ会費納入者リスト（本部）

卒業年 氏名 卒業年 氏名 卒業年 氏名

●既に永久会員の方 ●新規　永久会員支払者 S63 城川　伸彦

23名 1名　100,000円 H1 荒木　大作

S25 松丸　哲也 S40 下村　忠 H1 石井　智

S28 上原　修 H2 布川　宏隆

S31 福田　廣 ●1万円（満30歳以上） H2 樫山　賢一

S34 今野　敏男 72名　720,000円 H2 中田　泰一郎

S35 佐々木　正敏 S34 藤田　実 H4 石橋　明也

S35 清野　耕一 S34 加藤　昭士 H6 山本　武彦

S35 千葉　克己 S35 村松　範男 H7 高橋　善仁

S36 池　隆介 S35 田尻　喜彦 H8 坂本　肇

S37 伊海田　誠男 S36 原口　文雄 H9 内田　雅和

S37 川窪 清志 S40 中田　吉彦 H10 沢木　敬介

S38 横山　友三郎 S40 岡本　武勝 H11 栗原　剛

S38 大坪　征一 S40 坂東　栄一郎 H11 佐藤　大輔

S39 織戸　義孝 S42 永島　彦 H11 鳥村　浩明

S40 夏堀　守雄 S42 合田　雅之 H12 澤木　智之

S40 川崎　忠 S42 坂本　充 H12 田原　健太郎

S40 辻　光昭 S42 塚田　功 H13 野杁　茂彦

S42 野田　毅 S42 水戸　巌 H14 松永　康司

S43 石井　一清 S42 栗栖　之 H14 迫田　将志

S45 井口　安男 S42 菅原　拓士 H14 松浦　行展

S45 阿部　幸久 S43 大野　正雄 H15 長尾　拓実

S46 加藤　久紀俊 S43 野口　満夫 H15 川松　真一朗

S46 小出 哲雄 S45 松浦　雅明 H15 阪上　義和

S47 阿部　正一 S46 米原　治 H16 鈴木　欣郎

S47 奥島　康孝

S50 岩出　育也 ●5千円（満30歳未満）

S50 太田　正信 2名　10,000円

S51 江口　広己 H25 澤田　大貴

S52 阿多　和弘 H25 白川　将斗

S52 加藤　岩男

S52 佐々木　秀彦

S53 金子　栄二

S54 森田　卓也

S55 戸崎　久彰

S55 高田　晴美

S55 平山　惣一郎

S56 大横　昌司

S56 内野　雅司

S58 平野　達彦

S59 佐野　智

S61 内田　匡

S61 大春　敬

S61 岸川　剛之

S61 畠山　礼光

S61 漆原　正人

S62 国分　教全

S62 小林　清人

S62 中濱　至

S62 遠藤　実

S62 中野　克己

S62 野口　哲二

S62 塚本　一郎

S63 山口　秀二 平成25年度ＯＢ会費（本部）

S63 八橋　弘昌 合計　830,000円



平成２５年度　ＯＢ会費納入者リスト（九州）

卒業年 氏名 卒業年 氏名 卒業年 氏名

●1万円（満30歳以上） ●5千円（満30歳未満）

本部へ半額入金 本部へ半額入金

34名　170,000円 1名　2,500円

S36 宮崎　一矩 H25 松山　馨

S37 堺　龍蔵

S37 奈須　正玄

S38 岡部　秀年

S38 仁科　元政

S39 正清　宗昭

S40 坂本　博美

S40 大津　時男

S40 関　義輝

S40 岸川　弘茂

S41 奈須　功

S42 中谷　巧

S43 緒方　規

S44 廣田　政信

S45 灰塚　俊次

S47 藤沢　聖二

S49 島畑　耕二

S50 谷口　政紀

S57 白幡　公博

S59 山本　敦資

H2 宮浦　成敏

H3 平岡　伸太良

H5 高橋　大樹

H7 工藤　貴文

H10 草野　正和

H10 田上（兼品）圭治

H11 宗岡　慎太郎

H11 市丸　洋介

H11 天畠　浩志

H13 田中　宗法

H13 簗瀬　健康

H14 桑原　隆

H14 大神　英隆

H17 野名　元

平成25年度ＯＢ会費（九州）

合計　172,500円



1 月 11 日 就職活動用個人証明写真撮影会実施

就職支援活動費支出

2 月 1 日 平成25年度現役納会参加

現役激励費支出

3 月 9 日 平成25年度ＯＢ総会開催

3 月 15 日 明治学院大学ＯＢ戦・親睦会開催（関東支部）

3 月 31 日 『黒ピンから桜のジャージ』プロジェクト現役強化基金第1回締切

4 月 1 日 『黒ピンから桜のジャージ』プロジェクト現役強化基金第2回始動

4 月 13 日 全四大学懇親会開催 幹事校（アーリーズテラス）

全四大学懇親会会費支出

4 月 下旬 ラグビーフェスタ2014開催

現役激励費支出

5 月 15 日 全四大学ゴルフコンペ開催 幹事校（武蔵ＯＧＭゴルフクラブ）

全四大学ゴルフコンペ参加費支出

6 月 初旬 九州全四大学ＯＢ戦開催（九州支部）

九州全四大学ＯＢ戦補助金支出

8 月 初旬 ＯＢ会報発行

印刷コピー費・郵送費支出

8 月 中旬 菅平夏合宿ＯＢ訪問

現役激励費支出

11 月 下旬 ＯＢ親睦会（祝大学選手権出場）

【その他活動予定】

　　年度内 校友会年会費を支出予定

　〃 桜門会年会費・役員会費を支出予定

　〃 就職支援活動として個人面談を随時開催予定

　〃 日大ノベルティ作成販売予定

　〃 熊谷不惑クラブ定期戦開催予定

平成２６年度　　事業計画（案）

（平成26年1月1日　～　平成26年12月31日）



前年度繰越金 200,000 現役激励費 200,000

25年ＯＢ会費 1,150,000 就職支援活動費 40,000

　　10,000× 90名＝900,000 全四大学懇親会 100,000

      5,000× 20名＝100,000 全四大学ゴルフコンペ参加費 60,000

　　 九州支部30名＝150,000 校友会年会費 140,000

その他収入 30,000 桜門会年会費（役員会費含む） 20,000

九州支部全四大学ＯＢ戦懇親会補助金 30,000

印刷コピー費 160,000

通信費 70,000

慶弔費 110,000

銀行手数料 2,500

個人情報管理費 70,000

その他雑費 100,000

特別会計積立金 77,500

次年度繰越金 200,000

1,380,000 1,380,000

　　　　作成者：会　　　計　　栗原 　剛

　　　　　　　　会計補佐　　鳥村浩明

平成２６年度　予算（案）

作成日：平成26年2月17日

収入の部 支出の部



第一号議案 「黒ピンから桜のジャージ」プロジェクトの運用について審議する

・目的

「2019ラグビーワールドカップ日本のピッチに日大ＯＢを送り込む」

上記を目標に、高校生スカウティング活動を担っている当部ＯＢへの活動

資金用基金を設置する。

・期間

1期 2013年夏　　～　2014年3月末

2期 2014年4月　～　2015年3月末

3期 2015年4月　～　2016年3月末

　上記3期の限定プロジェクトとする。

・基金運営

ＯＢ会費とは別に「一口5,000円」として寄付を募る。

ＯＢ会本部口座とは別口座にて独立運用する。

「募集通知」

毎年募集通知を行い、当該費用を上記口座より支出する。

「運用」

本年は1期目の為、集金総額の一部を各地区に支出し（下記参照）、

その後、各地区との協議のもと必要に応じ支出する事とする。

以下、5地区チーフへ下記式に基づき算出される金額を活動資金として支出する。

　各地区・・・東日本、関東、関西、中国四国、九州沖縄

　算出式・・・（（3月末残高‐1万円未満）　÷2）　÷5　＝　各地区割当金（千円未満切捨）

口座維持費　半期

※例） 残高775,000円

（（775,000‐5,000）÷2）÷5＝77,000円

尚、2期目の「運用」は1期目の実績を踏まえ、次回のＯＢ総会に諮る事とする。

「確認」

ＯＢ会本部は各チーフより、受領書を受け取る。

「期間延長の判断」

3期の実績及び効果を鑑み、2016年3月開催予定のＯＢ総会にて延長の有無を諮る。

その他議案

以上

総会その他議案



1 ． 特別会計扱いの積立金

一般会計から繰越金上限20万円を超える部分41,176円が入りました。

平成25年2月4日現在、331,787円

2 ． 訃報

馬場六郎ＯＢ 昭和36年卒 八戸高校 平成25年12月逝去

宮崎一矩ＯＢ 昭和36年卒 嘉穂高校 平成25年10月26日逝去

細野喜由ＯＢ 昭和37年卒 城北高校 平成25年09月16日逝去

高木耕二ＯＢ 昭和38年卒 保善高校 平成25年11月18日逝去

廣谷正光ＯＢ 昭和39年卒 小倉高校 平成25年09月逝去

野口満夫ＯＢ 昭和43年卒 保善高校 平成25年11月22日逝去

3 ． 現役予定

※詳細は現役ホームページをご確認ください。

3月15日（土） 新入生入寮　新人合宿スタート（3/28まで）

4月06日（日） ＹＣ＆ＡＣセブンズ

4月13日（日） 東日本大学セブンズ

4月20日（日） リーグ戦セブンズ

5月より 春の交流戦スタート（筑波、東海、法政、明治、青山学院）

4 ． ＯＢ会行事予定

※詳細はＯＢ会ホームページをご確認ください。

3月15日（土） ＯＢ戦　明治学院大学

4月13日（日） 全四大学懇親会　アーリーズテラス（秩父宮ラグビー場の隣）

5月15日（木） 全四大学対抗ゴルフコンペ　武蔵ＯＧＭゴルフクラブ

5月末～6月初 九州全四大学ＯＢ戦

5 ． 平成26年卒業者進路先

別紙にて

6 ． 平成26年新入生入部状況

別紙にて

平成25年度ＯＢ総会　　その他報告事項



名前 学部 学科 出身校 進路先

1 外園　渉 商 商業 日大高校 ㈱トンボ鉛筆

2 遠藤　裕太 文理 体育 國學院久我山 リゾートトラスト㈱

3 倉澤　真輝 文理 史 日大櫻丘 総合メディカル㈱

4 西尾　実穂 法 法律 藤村女子 ㈱ティップネス

5 高橋　裕司 文理 体育 所沢北 杉本電機産業㈱

6 菅野　康太 商 商業 盛岡工業 警察志望

7 澤木　大樹 文理 体育 秋田中央 生活協同組合コープあきた

8 井上　雄太 法 政治経済 大東一高 消防志望

9 高橋　博也 商 経営 報徳学園 リゾートトラスト㈱

10 高野　裕史 法 公共政策 國學院久我山 東京ガス㈱

11 下地　大朋 法 政治経済 尾道高校 ㈱神戸製鋼所

12 大窪　遥 商 商業 近大附属 日野自動車㈱

13 柿沼　達朗 法 公共政策 日大高校 サントリービバレッジサービス㈱

14 吉田　健人 文理 英文 深谷高校 ㈱ライオン

15 小谷　陽平 法 政治経済 京都成章 ㈱ブルーボックス

16 徳留　颯也 商 商業 仙台育英 江守商事㈱

平成26年卒業者進路先



PO 名前 身長 体重 出身高校 備考

1 PR1・3 山内
ヤマウチ

　大二郎
ダイジロウ

175 105 佐賀工業 全国大会出場・佐賀県代表

2 PR1・3 塩
シオ

足
タ

　拓也
タクヤ

180 100 京都成章 2年次選抜大会出場

3 PR3 渡邉
ワタナベ

　勇弥
ユウヤ

183 120 石見智翠館 全国・選抜大会出場・島根県代表

4 HO 荻原
オギハラ

　健太
ケンタ

175 88 山梨県桂高校 山梨県代表

5 HO/PR3 徳田
トクダ

　彬
アキラ

人
ヒト

173 93 近大附属 近畿大会予選ブロック準優勝

6 LO/FL 孫
ソン

　昇
スンギ

己 192 92 大阪朝鮮 全国大会出場

7 LO 関
セキ

　一成
カズナリ

187 93 平塚学園 都県対抗神奈川代表

8 LO 金
キム

　英生
ヨンセン

181 90 大阪朝鮮 選抜大会・全国大会出場

9 FL 西野
ニシノ

　晃
コウ

太
タ

173 86 東海大仰星 選抜大会準優勝・全国大会優勝

10 FL 竹澤
タケザワ

　正祥
マサヨシ

173 75 明和県央 全国大会出場・群馬県代表

11 FL 津田
ツダ

　航太郎
コウタロウ

176 85 石見智翠館 全国・選抜大会出場・島根県代表

12 FL 東谷
アズマヤ

　祐
ユウ

大
タ

161 72 仙台育英 全国・選抜大会出場・宮城県代表

13 FL 古谷
フルヤ

　亘
ワタル

163 72 佐野日大 付属推薦

14 FL/No8 佐々木
ササキ

　凛
リン

平
ペイ

181 75 秋田工業 秋田県代表・選抜・全国大会出場

15 HO/No8 塚本
ツカモト

　健太
ケンタ

176 88 仙台育英 全国大会出場・代表候補　Cap

16 No8/LO 中島
ナカシマ

　涼介
リョウスケ

178 90 常翔啓光 特になし

17 SH 平
タイラ

　将克
マサカツ

165 69 報徳学園 全国大会出場・兵庫県代表

18 SH 古賀
コガ

　健太
ケンタ

164 60 日大高校 神奈川県代表　国体出場

19 SO 市川
イチカワ

　秀樹
ヒデキ

178 84 日川高校 山梨県代表・全国大会１年から出場

20 SO/FB 市橋
イチハシ

　寛之
ヒロユキ

171 71 熊本西高 熊本県代表

21 SO/FB 鈴木
スズキ

　陸
リク

182 78 札幌山の手 全国大会出場・代表候補

22 CTB13 嶋田
シマダ

　優斗
ユウト

174 84 伏見工業 京都府代表

23 CTB13 大久保
オオクボ

　誓
セイ

王
オウ

174 78 愛媛三島高校 一般受験・チームCap・全国大会出場

24 CTB 大西
オオニシ

　凜太郎
リンタロウ

170 75 京都成章 特になし

25 CTB/WTB 大平
オオヒラ

　師
ノリ

士
ト

168 65 東福岡 選抜大会出場

26 WTB 髙
タカ

橋
ハシ

　慶大
ケイタ

174 83 大阪桐蔭 全国大会・選抜大会出場・大阪代表

27 WTB 畠中
ハタナカ

　智基
トモキ

172 75 常翔学園 選抜大会出場

28 WTB 高
コ

　大誠
デソン

171 66 大阪朝鮮 全国大会・選抜大会出場

29 WTB 竹
タケノ

ノ内
ウチ

　亮介
リョウスケ

175 75 日大明誠 付属推薦

30 FB/WTB 上野
ウエノ

　拓哉
タクヤ

173 70 春日部高校 埼玉県代表

平平成成2266年年度度入入部部者者リリスストト







本年度分のＯＢ年会費をまだご入金されていない方は、不景気の中で大変とは存じますが、

是非ともご協力頂きますよう、宜しくお願いいたします。

《注》各支部に所属されている方は、各支部長の指示に従ってください。

又、振込不明な方は事務局長栗原までお問い合わせ下さい。

以前より日大にはレプリカジャージは無いのですか？

という問合せを頂いておりまして、この度作成の運び

と相成りました。どなたでもご購入できます。

お子様サイズもございますので日大の応援の際にはレプリ

カジャージを来て是非応援の程、宜しくお願い致します。

ご購入につきましては、上記 OB 会のホームページより注文書を

ダウンロード頂き下記の業者まで FAX にてご注文下さい。

また、メールにて注文書の内容を記載頂きご注文も可能です。

（お振込確認後作成に入るようですのでご注意下さい。）

※ご購入頂きました金額の一部が現役強化費の一部となります。

出来上がりは約 30 日後です。 

【代金振込先】　　　　　　　　　

（有）東京小塚　ユ）トウキョウコヅカ 

三井住友銀行　　　　浅草支店　当座　２６６７５４ 

三菱東京ＵＦＪ銀行　浅草支店　当座　１４１５５１ 

問い合わせ等は（有）東京小塚　小塚雄司まで 

電話　０３‐３６２２‐５８２７（月～金、９：００～１７：００） 

ご注文はＦＡＸまたはメールで

（有）東京小塚　小塚雄司までお送りください 

ＦＡＸ　０３‐３６２３‐３５２５ 

PC アドレス　ugkozka@gmail.com　

ＯＢ会費

お振込先

【みずほ銀行】 【郵便局】

本所支店（ホンジョ） 00120-9-705703

普通　1765988 墨田緑町郵便局

名称（共通）：日本大学ラグビー部 OB会

30 歳以上　１万円     永久会員費

30 歳未満　５千円　   60 歳以上　１０万円

OB会は毎年度１月~１２月で１期と

なっておりますので OB 会費のお振込は

出来る限り毎年 1月~3月までにお願い致します。

もちろんそれ以外の月でも随時受付ております

のでどうぞ宜しくお願い申し上げます。

レプリカジャージのご案内

26.06　小熊　豊 （昭和 34 年卒）

26.06　戸嶋　秀夫 （昭和 52 年卒）

訃　　報

謹んで心よりご冥福申し上げます。（その他の方は総会資料の方に記載されております）



平成２６年度　ＯＢ会費納入者リスト（本部）

・平成26年7月16日までに入金された方を記載しています。

・九州支部へ入金された方は記載していません。

・会費はＯＢ会運営費の他、現役支援・四大学交流のために使います。

　今年度の会費を納めていない方は、至急手続きをしてください。

卒業年 氏名 卒業年 氏名 卒業年 氏名

S25 松丸　哲也（永久会員） S49 内藤　文夫 H24 渡邊　亮

S28 上原　修（永久会員） S50 太田　正信

S31 福田　廣（永久会費） S51 江口　広己

S34 小熊　豊 S52 加藤　岩男

S34 加藤　昭士 S53 金子　栄二

S34 原　章 S54 森田　卓也

S34 今野　敏男（永久会員） S55 宮下　隆寿

S35 佐々木　正敏（永久会員） S55 戸崎　久彰

S35 清野　耕一（永久会員） S55 高田　晴美

S35 千葉　克己（永久会員） S55 平山　惣一郎

S35 村松　範男 S59 佐野　智

S35 田尻　喜彦 S61 内田　匡

S36 原口　文雄 S61 佐々木　則之

S36 池　隆介（永久会員） S61 小澤　健一

S37 伊海田　誠男（永久会員） S61 渡辺　徹

S37 川窪 清志（永久会員） S61 岸川　剛之

S38 横山　友三郎（永久会員） S61 漆原　正人

S38 大坪　征一（永久会費） S62 小林　清人

S39 織戸　義孝（永久会員） S62 佐藤　俊英

S39 眞野　喜之 S62 中濱　至

S40 中田　吉彦 S62 国分　教全

S40 岡本　武勝 S62 遠藤　実

S40 下村　忠（永久会員） S63 松田　哲彦

S40 夏堀　守雄（永久会員） S63 山口　秀二

S40 坂東　栄一郎 S63 八橋　弘昌

S40 川崎　忠（永久会員） H1 荒木　大作

S40 辻　光昭（永久会員） H1 石井　智

S42 永島　彦 H1 鈴木　健二

S42 合田　雅之 H2 布川　宏隆

S42 塚田　功 H2 中田　泰一郎

S42 上村　勝敏 H9 内田　雅和

S42 水戸　巌 H9 箱崎　清亨

S42 野田　毅（永久会員） H11 栗原　剛

S42 川口　正宣 H11 鳥村　浩明

S42 栗栖　之 H12 澤木　智之

S43 石井　一清（永久会員） H12 田原　健太郎

S45 松浦　雅明 H14 松浦　行展

S45 山田　実 H14 松永　康司

S45 井口　安男（永久会員） H14 迫田　将志

S45 阿部　幸久（永久会員） H15 川松　真一朗

S46 加藤　久紀俊（永久会員） H15 阪上　義和

S46 小出 哲雄（永久会員） H16 鈴木　欣郎

S47 奥島　康孝 H23 土屋　隼樹

S47 阿部　正一（永久会員） H23 平井　隆



今回から始まった「クローズアップヒューマン」、

ＯＢにスポットをあて現役時代のお話、現在の近況を

伺います。記念すべき第 1 回は清野耕一さんに登場

してもらいます。

6/21（土）清野さんのご自宅でインタビューしました。

8 時間にわたるラグビー談議で時間も忘れる程、貴重な

資料を見ながら、私自身日大の歴史と伝統を再認識しました。

清野耕一（昭和 35 年卒）　77 歳　昭和 12 年東京都本所区生まれ（現：墨田区）

　　　　　　城北高校~日本大学工学部工業経営学科~谷藤機械工業~サンエス工業

栗原： 今でも不惑倶楽部で現役を続けていると聞きましたが、そもそもラグ
　　　　　ビーを始めたきっかけは。
清野： 中学校三年生の時に体育の先生に連れられて全学年の男女が東京ラグ
　　　　　ビー場（現在の秩父宮ラグビー場）へ行ったのがきっかけです。
　　　　　昭和 27 年 9 月 17 日のことです。全早大とオックスフォード大の試合
　　　　　でした。初めて見る競技、体がぶつかり合う音や走るスピードに圧倒
　　　　　され、 衝撃を受けたことを今でもはっきりと覚えています。それからと
  いうもの、学校の昼休みにその時に見たラグビーの真似事をやってい
  ました。学年男子 50 人でしたが大学までラグビーを続けたのが 5 人、
  ラグビーが我々に与えた印象は大きいものでした。高校入学と同時に
  ラグビー部の門をたたき、それから 60 年もの長きにわたり続けています。
  私の他にも日大卒は森田守（昭和 29 年卒）・奈須生玄（昭和 37 年卒）・大坪
  征一（昭和 38 年卒）・関義輝（昭和 40 年卒）・奈須功（昭和 41 年卒）・緒方規（昭
  和 43 年卒）・篠原勝正（昭和 45 年卒）・白幡公博（昭和 57 年卒）・井上宏（昭和 60
  年卒）・迫間隆広（平成 01 年卒）・中田泰一郎（平成 02 年卒）が各々、地元の
  惑チームで活躍してます。
栗原： 60 年も続けられるのは凄いですね。清野さんにとってラグビーの魅力
  とは何ですか。
清野： 魅力って簡単に答えられないけど、ラグビーが自分にとって「肌に合
  った」としか言いようがないね。ラグビー道一筋と言われればそうか
  もしれません。ラグビーに関わらずスポーツを通して出会った仲間は
  かけがいのない宝物だし、一つのことに熱中している学生を見ると応
  援したくなります。
栗原： 私が学生の頃、10 年以上前になりますが、1 年生で入った一番最初の
  練習から清野さんはグランドを一緒に走ってました。卒業して先輩方
  に聞くと皆「俺の時も清野さんグランド走ってた」と言ってます。
  いつ頃から学生と一緒に走ってたんですか。
清野： 卒業して谷藤機械に就職してからずっとグランドに顔出してました。
  だから昭和 35 年からずっとですね。今でも学生と走ってます。
  スパイクを持たずにグランドに行くことはありません。
  私の座右の銘は「やってみせ、言って聞かせて、させてみせ、ほめて
  やらねば、人は動かじ」山本五十六の名言です。学生が少しでも成長
  出来るようにこれからも一緒に走って、日大の伝統とラグビーの魅力
  を伝えていきたいと思ってます。
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栗原： ラグビーを続けるために節制とかしてるんですか。

清野： 特に節制はしてないけど、外出する時はいつでも両足に 1 キロの重り

  を装着しています。

  ラグビーは球に絡んでこそ醍醐味があるし、面白さがあると思うから

  です。やはり走れなくなったらラグビーの本当の楽しい部分が味わえ

  ないですよね。ラグビーを楽しみたいからこそ、体の鍛錬とケアは欠

  かせないのです。

栗原： 今の学生って、清野さんの学生時代と変わってますか。

清野： 学生の資質はそんな変わらないでしょう。ラグビーは進化してゲーム

  スピードは速くなり求められる技術も変わってますね。少なくとも

  ラグビーをやっている学生は日大にかかわらずみんな親近感があるし

  可愛いですよ。

栗原： 合宿所が下高井戸から稲城に移転しましたが昭和 30 年代の合宿所は

  どこだったんですか。

清野： 下高井戸の合宿所は取り壊さず大学で今も使用しているようですが、

  私が入学した時も同じ場所にあったんですよ。

  木造平屋で 5 部屋くらいに寿司詰めになって暮らしてました。

  押入れのスペースにも布団を敷いて寝たりしてましたが、毎日楽し

  かったですね。

  在学中に建替えがあり木造 2 階建てになったことを覚えています。

  風呂を作る土地のスペースがなく、練習後は毎日隣の風呂屋に通い

  ました。

栗原： それでは現在の鉄筋コンクリート造 3 階建ての合宿所が 3 代目で、

  稲城が 4 代目になるんですね。

  当時の合宿所周辺はどんな感じだったのですか。

清野： 風呂屋や「しるこ屋」は昔からあったね。

栗原： 風呂屋って月見湯のことですか。「しるこ屋」ってミルクホールの

  ことでは。

清野： 月見湯という名称だったか

  忘れたが同じ場所だね。

  ミルクホールは当時みんなは

  「しるこ屋」と呼んでました。

  今のおかみさんのお母さんが

  店番していて、おかみさんが

  高校生くらいだったと思います。
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栗原： 学生時代の一番の思い出は何ですか。
清野： 夏合宿かな
  1・4 年時岩手県鶯宿温泉、2 年時愛知県挙母町（現：豊田市）、
  3 年時宮城県鳴子宮沢温泉に
  行きました。
  いやと言う位、走らされた　　　
  ことを記憶してます。
  当時はスパイクなんかも
  今みたいに良いものじゃ
  なかったから、皮が剥け
  たり血豆が出来やすかっ
  たんだよ。皆泣きながら
  練習してたよ。

  また、鴬宿はぶよが多くてグランド脇でケガ人は虫除けに煙を焚いて
  練習してました試合では 4 年時に秋の第 1 戦慶応大学に快勝
  （昭和 34 年スコア 24 対 9）したのを鮮明に覚えています。この時は、
  10 年続けてきた知葉友雄（明治ＯＢ）監督から代わり、芳村監督の 1
  年目の年で練習方法がガラリと変わり、毎日厳しい練習をしていました。
  学生最後の年に慶応・ 早稲田に勝利できたのでチーム全体が自信を持
  ち始めたことを感じました。次年に 2 回目の関東大学リーグ戦制覇を
  出来たことは嬉しかったし、前年からのチームの変化・勢いみたい の
  が優勝をもたらしたと自負しています。
栗原： 最後に学生に伝えたいこと、ＯＢにもメッセージをください
清野： 90 年近い歴史あるラグビー部でプレーをするのだから、その伝統を知
  り、誇りを持ってプレーしてほしいと思います。学業も大切です。
  学生の本分は学業であることを忘れず、青春を謳歌してもらいたいで
  す。ＯＢの皆さんには、とにかく興味を持ってグランドに顔を出して
  ほしいです。地方から来ている学生も多いなか、ＯＢが一声かけてあ
　　　　　げるだけでプレーの質も変わります。学生に「いつも見てるぞ、頑張れ
　　　　　よ」それだけでも結構です。ＯＢの協力なしに古豪日大復活はありえま
　　　　　せん。
  どうぞ宜しくお願いします。 

《インタビューを終えて・・・》

ラグビーだけではなく、「走る」ということに並々ならぬ思いを持っていることに気づかされました。

それは清野さんからお父様（清野恵吉氏）の話を伺ってわかりました。お父様は子供を育てていくのに

健康が第一であり、社会がどう変わろうとこれは変わらない、また即実践できると考えたそうです。

そのために昭和 27 年（清野さんが 15 歳）から息子 3 人と一緒にマラソン特訓を始めたそうです。

戦後食糧事情は厳しかったはず、発育盛りの子供を抱え、練習後の食事にも影響があったと

思います。その後、マラソン特訓を活かし①東京→山形 400 キロの墓参り親子マラソン、②鹿児島

→山形→東京 2600 キロの東京オリンピック開催ＰＲ親子マラソンを実施し成功させたそうです。

この二つの親子マラソンは昭和 30 年代の話です。しかも個人が考えて実践したものなんです。

昭和 30 年代の日本の道路状況はそれは舗装なんて無かったことでしょう。なんか途方もない話

というか、おとぎ話を聞いているかのようです。

（親子マラソンの詳細は直接清野さんに聞きてください♪）

現在 77 歳ということですが、おそらく 100 歳までは学生と一緒に走ってくれると思います。

次回のクローズアップヒューマンにご協力してくれる方いましたら連絡ください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（インタビュアー：栗原Ｈ11 年卒）



　ラグビーＷ杯日本開催に日大ＯＢを送り込むべく、昨年より現役強化基金・スカウティング実行委員会

を設置し、優秀な高校生の勧誘活動を実施しています。現役強化基金へのご協力お願いいたします。

集まったお金は、各エリアでスカウト活動を行っているＯＢに活動資金として送ります。

　これまでスカウト担当者は自腹で交通費・差し入れ等を行っていました。このような活動では限界が

ありますので、活動資金を捻出するため基金を設置した次第です。

　何卒、趣旨にご賛同いただき、OB各位のご協力をいただきますよう、宜しくお願いいたします。

≪第一期の報告≫

第一期は78万円集まり、このうち55万円を各エリアのスカウト担当者に活動資金として配分しています。

初めての試みなので配分に関しては重点地域や活動範囲の広さ等を勘案しました。

現在の各エリア担当者は下記のとおりです。

・北海道ブロック 立見研人（平成25年卒）

・東北ブロック 今中將仁（平成22年卒）、沢木大樹（平成26年卒）

・近畿ブロック 吉本高寛（平成24年卒）

・西日本ブロック 天畠浩志（平成11年卒）

・四国ブロック 上田勝大（平成16年卒）

・九州ブロック 坂本博美（昭和40年卒）、野名元（平成17年卒）

優秀な人材が各地に存在すると思われます。花園常連校でなくとも構いませんので情報ありましたら

事務局までご連絡ください。各エリアへ情報伝達を敏速に行い、判定を行っていきます。

≪第二期の中間報告≫

平成26年7月16日現在、295,800円集まっています。第一期と同様、入金された方には名前の公表を避け

ていただきたい旨の要望がありますので、入金者氏名は未公表といたします。ご理解ください。

九州支部は支部創設40周年記念事業の残金を現役強化基金に入れていただきました。

≪≪振振込込口口座座ののごご案案内内≫≫ 注注））ＯＯＢＢ会会費費口口座座ととはは違違いいまますす。。

振振込込先先：： 三三井井住住友友銀銀行行　　　　中中村村橋橋支支店店　　　　普普通通　　１１６６７７９９６６００７７

口口座座名名：： 日日本本大大学学ララググビビーー部部ＯＯＢＢ会会　　　　現現役役強強化化基基金金

金金　　  額額：： 一一口口55,,000000円円（（おお一一人人様様、、何何口口ででもも結結構構でですす））

『『黒黒ピピンンかかららのの桜桜ののジジャャーージジ』』ププロロジジェェククトト第第二二期期始始動動

OB専用ホームページのご案内

平成１０年卒入江実氏のご厚意により無償にて作成及び更新頂いております。今後事務局や広報からの

発信もホームページを通しての発信に随時移行し少しでも印刷郵送費の削減に努めて参りたいと思います。

問い合わせフォームからの事務局に対するご質問及びご意見もお待ちして居りますのでご活用の程

宜しくお願い致します。

http://nurfc-ob.r-cms.biz/

また、Facebook にも日本大学ラグビー部 OB のグループを作成してあります。Facebook にアカウントを

お持ちの方は是非申請の程、お願い致します。なお、申請の際には卒業年をお伝え頂きますとスムーズに

登録作業が進みます。ご協力の程お願い致します。

http://www.facebook.com/groups/nihon.univ.rugby/


